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【平成28年第４回定例会】

　療養病床 平成28年度で廃止　町立病院	 ●２
　一般質問（４人が登壇）

　　　／18・19歳投票率／学校給食費／Wi-Fi	 ●７
　常任委員会

　　　　　　栽培漁業で水産資源増大を	 ●15　行 政 視 察

　平成28年の議会活動状況	 ●16

もう少しで慣れ親しんだ学び舎ともお別れ	～豊似中学校３月末で閉校（１月25日 撮影）

「愛と平和　感謝と奉仕」
サンタランドのまち 広尾町
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平成28年

第４回

定例会
12/ ６～８

町立
病院

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日

（
火
）
か
ら
８
日
（
木
）
ま
で
の
３
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
条
例
の
制
定
・

改
正
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
本
会
議
・
委
員
会
で
の
審
議
の

結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

※
議
案
審
議
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載

療養病床　　　　
平成28年度で 廃止

看護師不足、利用率低迷が要因

　

現
在
、
国
保
病
院
の
入
院

病
棟
は
「
一
般
病
床
」
40
床
、

「
療
養
病
床
」
20
床
の
計
60

床
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
29
年
度
よ
り
一
般
病
床

48
床
の
み
に
再
編
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

（
左
の
表
を
参
照
）

　

「
療
養
病
床
」
の
う
ち
、

介
護
療
養
病
床
（
16
床
）
は

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、

高
齢
者
の
社
会
的
入
院
を
解

消
し
、
療
養
環
境
の
改
善
や

医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
29
年
度
で

廃
止
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
国
保
病
院
で
は

看
護
師
が
不
足
し
て
お
り
、

夜
間
勤
務
の
人
員
配
置
が
困

難
に
な
っ
た
こ
と
、
こ
こ
数

年
の
病
床
利
用
率
が
60
％
台

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら

法
律
に
よ
る
廃
止
を
１
年
前

倒
し
し
、
入
院
患
者
数
や
看

護
師
数
に
見
合
っ
た
病
床
数

へ
と
再
編
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
療
養
病
床
の
入
院

患
者
は
、
一
般
病
床
で
引
き

続
き
入
院
加
療
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

介
護
病
床
に
は
10
名
ほ

ど
の
患
者
が
入
院
し
て

問答

療
養
病
床
を
廃
止
す
る

こ
と
で
、
病
院
の
収
入

に
対
す
る
影
響
は
。

い
る
が
、
一
般
病
床
へ
移
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
報

酬
単
価
に
よ
る
推
計
で
年
間

約
２
０
０
０
万
円
ほ
ど
増
収

と
な
る
見
込
み
。

一
般
病
床
31
、
療
養
病

床
16
の
計
47
床
。
制
度

問答

地
方
交
付
税
の
算
定
基

礎
が
許
可
病
床
数
か
ら

稼
働
病
床
数
へ
変
わ
っ
た
が
、

昨
年
の
最
大
稼
働
数
は
。
ま

た
、
そ
れ
に
基
づ
く
交
付
税

額
の
見
込
み
は
。

改
正
に
よ
る
緩
和
措
置
も
あ

り
、
交
付
税
額
は
１
億
６
０

０
０
万
円
程
度
と
見
込
ん
で

い
る
。

一般病床 40床 48床

療養病床
医療療養病床 ４床

20床 廃止
介護療養病床 16床 Ｈ29．４月～

病床（ベッド）の総数は60床から48床へ減少
※

入院患者数、病床利用率は年々減少

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

入院患者数 16,971人 16,009人 15,674人 15,023人 13,169人

病床利用率 77.3％ 73.2％ 71.5％ 68.7％ 60.0％

※療養病床
　症状が安定しているが長期にわたる療養が必要な患者のための病床。

医療保険が適用される「医療療養病床」と介護保険が適用される「介
護療養病床」がある。
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次のページは

「意見書・予算審査特別委員会・議会改革」

市
町
村
長
の

　
　
任
命
制
に
変
更

農 業
委 員

　

法
改
正
に
よ
り
、
委
員
の

選
出
方
法
が
「
選
挙
と
市
町

村
長
選
任
の
併
用
」
か
ら
「
市

町
村
長
の
任
命
」
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

　

畑
作
部
門
の
生
産
額
は
昨

年
よ
り
24
％
減
の
２
億
４
３

９
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

畜
産
部
門
は
昨
年
よ
り
５

％
増
の
70
億
４
８
０
７
万
円

で
、
農
業
全
体
で
は
昨
年
か

ら
４
％
増
の
72
億
５
２
４
６

万
円
、
過
去
最
高
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
農
業
者
以
外
の
委

員
を
１
名
以
上
入
れ
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、

定
数
を
現
行
の
10
人
か
ら
１

人
増
の
11
人
と
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
中
に
実
施
し

た①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
奨
励
金
交
付
事
業

②
バ
ス
ツ
ア
ー
拡
充
造
成
事

業③
黄
金
道
路
ひ
ろ
お
サ
ン
タ

ラ
ン
ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

事
業

④
移
住
定
住
ま
ち
の
ピ
ー
ア
ー

ル
事
業

⑤
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
11
月
末
現
在
で

合
計

34
億
６
０
６
４
万
円
、

前
年
対
比
10
億
４
４
０
６
万

円
、
23
・
２
％
の
減
と
な
っ

た
。

　

平
成
28
年
の
最
終
水
揚
げ

額
は
約
38
億
７
０
０
０
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
に
か

け
て
の
台
風
の
影
響
が
大
き

く
、
い
ま
だ
流
木
等
に
よ
る

被
害
が
続
い
て
い
る
。

行

政

報

告

行

政

報

告

漁
業
の
生
産
実
績
状
況

漁業生産高

10億円以上の大幅減　

委
員
定
数
も
１
人
増
に

その他決まったこと

◎町職員の取得できる休暇について、介護にかかる休暇が変更・新設

されました。また、育児休業等にかかる子の範囲を拡大しました。

（平成29年１月１日から適用）

◎日本・台湾の民間レベルで「日台民間租税取決め」が締結されたこ

とによる所得税法等の改正に伴い、関連する税条例・国保税条例を

改正しました。

◎錦町団地から給食センターの間に新たに道路を新設するため、現在

ある２本の町道の終点を変更しました。

農業生産高

　過去最高を記録

　

広
尾
つ
つ
じ
ま
つ
り
を
例

年
６
月
第
１
週
の
日
曜
日
に

開
催
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数

年
つ
つ
じ
の
満
開
が
１
週
間

ほ
ど
早
ま
っ
て
い
る
た
め
、

平
成
29
年
度
か
ら
５
月
の
最

終
土
曜
日
に
開
催
す
る
。

※
今
年
は
５
月
27
日

助
成
事
業

⑥
起
業
家
等
支
援
事
業

の
６
事
業
に
つ
い
て
、
外
部

有
識
者
の
意
見
を
聴
き
、
効

果
を
検
証
。
全
て
の
事
業
に

つ
い
て
、「
地
方
創
生
に
効

果
的
」
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。

　

10
月
31
日
付
で
委
嘱
期
間

満
了
に
よ
り
１
名
が
退
職
。

こ
れ
に
よ
る
欠
員
補
充
は
行

わ
ず
、
当
分
の
間
は
２
名
体

制
と
な
る
。

つ
つ
じ
ま
つ
り

５
月
最
終
土
曜
日
開
催
に

農
業
の
生
産
見
込
み

地
域
活
性
化
・
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
交

付
金（
地
方
創
生
先
行
型
）

事
業
の
効
果
の
検
証

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
退
職

つつじの満開時期にまつり開催を
（写真は平成27年度のもの）

秋サケ、ししゃも等主要魚種の不漁で
漁獲高は大幅減に
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女
性
特
有
が
ん

　

検
診
率
向
上
を

意
見
書
４
件
を
可
決
し
、
国
等
へ
提
出

　

日
本
の
女
性
特
有
が
ん
検

診
率
は
３
割
程
度
で
あ
り
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
と
比
較
し

て
大
変
低
く
、
そ
の
改
善
が

急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次

の
こ
と
を
要
望
す
る
。

①
女
性
特
有
が
ん
（
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
）
検
診
の
毎
年
助

成
、
年
齢
制
限
撤
廃
、
若
い

世
代
へ
の
検
診
促
進

②
職
域
検
診
項
目
に
女
性
特

有
が
ん
の
追
加

③
保
健
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
が
ん
教
育
を
位
置
付
け

検診の定期受診でがんを早期発見

④
女
性
専
門
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
・
配

置
を
推
進

⑤
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
・

補
正
下
着
等
へ
の
助

成
・
拡
充
を
行
い
、

円
滑
な
社
会
参
加
を

促
進

※
北
海
道
女
性
議
員

協
議
会
に
お
い
て
も

同
趣
旨
の
要
望
書
が

議
決
さ
れ
て
い
る
。

提
出
者　
　

前
崎　

茂
議
員

　

が
ん
は
今
や
国
民
の
２
人

に
１
人
が
罹
患
し
、
死
亡
要

因
の
３
割
を
占
め
て
い
る
。

女
性
特
有
が
ん
は
、
他
の
が

ん
と
比
べ
罹
患
率
が
高
い
が
、

死
亡
率
が
低
く
、
早
期
発
見
・

治
療
に
よ
り
生
存
率
が
向
上

す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
。

女
性
特
有
が
ん
の
予
防

と
対
策
・
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

①

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

大
雨
災
害
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

意
見
書

②

提
出
者　
　

浜
頭　

勝
議
員

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
現
在
の

営
業
路
線
の
お
よ
そ
半
分
と

な
る
10
路
線
13
線
区
を
単
独

で
は
維
持
が
困
難
と
発
表
。

路
線
廃
止
と
な
れ
ば
、
過
疎

化
が
促
進
さ
れ
、
地
域
経
済

や
住
民
の
暮
ら
し
を
破
壊
す

る
こ
と
と
な
る
。

　

積
雪
寒
冷
地
と
い
う
気
象

条
件
で
は
、
設
備
の
維
持
管

理
に
多
額
の
費
用
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は

発
足
当
初
か
ら
、
国
の
経
営

安
定
化
基
金
に
よ
り
経
営
を

維
持
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
北
海
道
に
お
い

て
鉄
道
が
公
共
交
通
機
関
と

し
て
の
役
割
を
発
揮
し
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
経
営
が
自
立
で

き
る
よ
う
、
財
政
支
援
等
を

国
に
強
く
要
望
す
る
。

提
出
者　
　

浜
頭　

勝
議
員

　

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
自
由
度
が

拡
大
し
、
自
主
・
自
立
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
住
民
の
代

表
機
関
で
あ
る
地
方
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は

重
く
、
幅
広
い
分
野
で
の
積

極
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
実
施
さ
れ

た
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
無

投
票
当
選
が
増
加
す
る
な
ど
、

住
民
の
関
心
低
下
や
地
方
議

会
議
員
の
な
り
手
不
足
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
た
。

　

国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加

や
地
方
議
会
に
お
け
る
人
材

確
保
の
た
め
、
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の

た
め
の
法
整
備
を
早
急
に
実

現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

提
出
者　
　

浜
頭　

勝
議
員

　

北
海
道
で
は
、
本
年
８
月

の
台
風
上
陸
・
接
近
に
よ
り
、

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
、

住
民
の
暮
ら
し
と
経
済
活
動

に
多
大
な
影
響
が
生
じ
て
い

る
。
迅
速
な
復
旧
と
今
後
の

防
災
対
策
に
向
け
、
次
の
こ

と
を
要
望
す
る
。

①
自
治
体
の
応
急
対
応
や
復

旧
復
興
へ
の
十
分
な
地
方
財

政
措
置

②
被
災
し
た
公
共
施
設
等
の

災
害
復
旧
支
援

③
水
害
に
強
い
河
川
改
修
へ

の
財
政
措
置

④
住
宅
被
害
へ
の
必
要
な
各

種
支
援
制
度
に
十
分
な
財
政

措
置
と
迅
速
か
つ
柔
軟
な
運

用
の
実
施

⑤
災
害
に
強
い
農
山
漁
村
づ

く
り
へ
の
措
置

⑥
流
木
等
の
災
害
廃
棄
物
の

迅
速
な
回
収
・
処
理
へ
の
財

政
措
置

⑦
被
災
中
小
企
業
へ
の
資
金

繰
り
支
援

⑧
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

補
修
・
更
新
や
維
持
管
理
へ

の
特
段
の
財
政
措
置

Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営

支
援
を
求
め
る
意
見
書

③

地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
へ
の
加
入
を

求
め
る
意
見
書

④

意見書の提出先

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣

～
①
②
③
④
、
厚
生
労
働
大
臣
～
①
②
④
、
財

務
大
臣
～
②
③
④
、
国
土
交
通
大
臣
～
②
③
、

総
務
大
臣
・
内
閣
官
房
長
官
～
②
④
、
文
部
科

学
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・

環
境
大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）

～
②

が
に
は
今
年
値
段
が
高
騰
し

て
い
る
。
返
礼
率
の
設
定
は
。

加
さ
せ
、
先
進
地
の
事
例
を

学
ん
で
い
く
。

４．議員の出欠状況の公表（議会基本条例第８条第６項）

本会議、各委員会、研修等について、各議員の出欠状況を議会広報誌と町ホー

ムページで公表しています。

６．議会モニターの設置（議会基本条例第17条）

議会の運営等に関し、町民からの要望や意見を聞くため、議会モニターを

６名委嘱しています。（委嘱期間：２年間）

３．議案の賛否の公表（議会基本条例第８条第６項）

人事案件を除く賛否のあった議案について、議会広報誌と町ホームページ

で公表しています。

５．町ホームページで議会活動状況を公表
「本会議開催状況」「付議事件・議決結果（件数及び件名）」「一般質問」「意見書」

「議案の賛否」「議員の出欠状況」など議会活動状況を公表しています。

広尾町議会だより　№181
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継続実施している取り組み

議会懇談会の開催

高校生議会の開催
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次のページは「議案の賛否・議員の出欠・一般質問」

「18・19歳の投票率」

一般会計 ⑨
81億6795万円 3億1187万円

港湾管理特別会計 ⑤
1億1744万円 11万円

簡易水道事業特別会計 ⑥
8556万円 7万円

下水道事業特別会計 ⑤
4億5956万円 146万円

国保事業勘定特別会計 ④
12億7491万円 1153万円

介護保険特別会計 ④
7億3200万円 ※増減なし

介護サービス事業特別会計 ④
2億6562万円 48万円

国保病院事業会計 ⑥
　収益的収入・支出

8億8772万円
　資本的収入・支出

1億909万円

157万円

0.7万円

水道事業会計 ④
　収益的収入

1億4588万円
　収益的支出

1億6650万円

13万円

184万円

平成28年度 補正予算の内訳

減

減

増

増

※会計名の後の丸数字は補正回数
（１万円未満切り捨て）

増

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
費

５
２
４
９
万
円

人
件
費
等
も
含
め
た
ふ

る
さ
と
納
税
関
連
経
費

の
総
額
は
い
く
ら
か
。

　

ま
た
、
人
気
返
礼
品
の
毛

が
に
は
今
年
値
段
が
高
騰
し

て
い
る
。
返
礼
率
の
設
定
は
。

経
費
の
総
額
は
約
１
億

１
２
０
０
万
円
。

問

答

　

今
後
の
申
請
数
増
を
見
込

み
、
謝
礼
品
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
手
数
料
な
ど
に
係
る

予
算
を
増
額
し
ま
し
た
。

◎
12
月
末
現
在
で
４
４
２
８

件
、
６
６
４
７
万
円
の
ふ
る

さ
と
納
税
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。 予算審査特別委員会

一般会計ほか８会計の平成28年度補正予算案９件を、
12月６日に設置された予算審査特別委員会に付託。
同委員会で審査を行い、全補正予算を原案のとおり
可決すべきと決定しました。

委 員 長　小
お

田
だ

　雅二
副委員長　前崎　　茂 12/ ６，８

　

返
礼
率
は
50
％
を
基
本
と

し
て
い
る
。
毛
が
に
は
今
年

７
業
者
が
扱
っ
て
い
る
が
、

水
揚
げ
量
が
少
な
く
返
礼
率

は
50
％
を
超
え
る
と
思
わ
れ

る
。
金
額
は
今
後
業
者
と
相

談
し
て
い
く
。

８
月
に
上
士
幌
町
で
開

か
れ
た
全
国
サ
ミ
ッ
ト

に
広
尾
町
か
ら
は
１
名
の
参

加
だ
っ
た
。
せ
っ
か
く
の
機

会
に
多
く
の
職
員
が
参
加
で

き
る
よ
う
検
討
し
た
の
か
。

４
月
か
ら
専
任
の
係
を

設
置
し
た
こ
と
も
あ
り
、

ま
ず
は
専
任
職
員
の
研
修
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

積
極
的
に
職
員
を
研
修
に
参

加
さ
せ
、
先
進
地
の
事
例
を

学
ん
で
い
く
。

こ
こ
２
年
ほ
ど
広
尾
町

の
負
担
は
１
５
０
０
万

円
を
超
え
て
い
る
。
今
年
度

の
総
額
は
。
ま
た
、
利
用
者

の
状
況
は
。

今
年
度
の
総
額
は
１
６

９
２
万
円
。
経
費
と
収

益
の
差
が
８
７
２
万
円
不
足

と
な
り
、
沿
線
自
治
体
に
負

担
が
求
め
ら
れ
た
。

　

近
年
高
齢
者
の
利
用
が
減

り
、
乗
車
率
が
減
少
し
て
い
る
。

問

答

十
勝
バ
ス
広
尾
線
補
助
金

２
３
３
万
円

問答

減

増

増

増

増

１．町ホームページで会議録を公開
本会議、予算・決算特別委員会の会議録を公開しています。

※公開時期は各会議の約３か月後

平成28年は何をした？

議 会 改 革
広尾町議会が実施した
「議会改革」の取り組みをお知らせします

2/3
　広尾高校の生徒会役員８人が議員となり、理事者へ

一般質問を行いました。

　当日、町議会議員は説明員席で会議を傍聴。また、

開催２日前には、質問の内容等について議員が生徒へ

アドバイスを送る交流事業を実施しました。

　町民の声を議会・議員活動に反

映させるため、町内の各団体など

との議会懇談会を開催しました。

議員を３班に分けて実施するもの

で、平成28年は３団体と行いました。

【開催実績】

11／15
　のーまひろお

11／21
　商工会青年部

11／29
　社会福祉協議会

２．インターネット議会中継の実施
インターネットの映像配信サービスを利用した生中継、録画中継を実施し

ています。※本会議または本会議場で開催される委員会を中継

人気返礼品の毛がに不漁はふるさと納税に
どう影響するか
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議員の会議等出欠状況をお知らせします
（平成28年９月定例会終了後～平成28年12月定例会まで）

（１）定例会・臨時会
○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名
浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤　

利
通

前
崎　
　

茂

志
村　

國
昭

山
谷　

照
夫

星
加　

廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ　

英
勝

小お

田だ　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎開催日 開催会議名・主な内容

11／24 第４回臨時会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／６ 第４回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／７ 第４回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／８ 第４回定例会（意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

開催日数計 ４日 出席日数計 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ４ ４

（３）議員協議会・研修・その他 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10/17～18 総務常任委員会行政視察（倶知安町ほか） － ○ － － － ○ － － ○ × ○ ○ －

10/18～19 産業常任委員会行政視察（神恵内村ほか） ○ － ○ ○ ○ － × ○ － － － － －

10／26 第３回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

10／31 十勝管内議員研修会（幕別町） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

11／15 議会懇談会（のーまひろお・２班） － ○ － － － － － ○ － ○ － ○ －

11／21 議会懇談会（商工会青年部・１班） ○ － － － ○ ○ － － － － ○ － ○

11／29 議会懇談会（社会福祉協議会・３班） － － ○ ○ － － ○ － ○ － － ○ －

12／６ 第４回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年 第４回定例会 議案審議結果

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

●第４回定例会では、賛否のあった議案はありませんでした。（全て全会一致）

（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10／26 議会広報編集会議 － ○ ○ － － ○ － － × － ○ ○ －

11／10 第５回議会広報特別委員会 － ○ ○ － － ○ － － × － ○ ○ ×

12／１ 第10回議会運営委員会 ○ － － ○ ○ － × ○ － ○ － ○ ○

12／６ 予算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

12／８ 予算審査特別委員会（補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

12／８ 議会広報編集会議 － ○ ○ － － ○ － － ○ － × ○ －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんがオブザーバーとして出席しています。

※副議長の浜頭議員は、議会運営委員会にオブザーバーとして出席しています。

※予算審査特別委員会は議長を除く議員で構成されています。
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次のページも「一般質問」

「流木除去・国保・学校給食」

選
挙
権
年
齢
が
従

前
の
満
20
歳
以
上

か
ら
満
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
平
成
28
年
７
月
の

参
議
院
選
挙
に
適
用
、
全
国

で
２
４
０
万
人
、
本
町
で
も

１
３
２
人
が
新
た
に
選
挙
権

を
有
し
た
。

　

参
議
院
選
挙
の
18
・
19
歳

の
投
票
率
は
全
国
で
45
・
５

％
、
道
内
は
43
・
４
％
で
、

全
体
の
投
票
率
か
ら
約
10
％

下
回
っ
た
。

　

十
勝
管
内
の
18
・
19
歳
の

投
票
率
は
35
・
２
％
で
、ト
ッ

プ
は
足
寄
町
の
60
・
９
％
、

広
尾
町
は
26
・
５
％
で
管
内

最
下
位
と
誠
に
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
。

　

今
回
の
低
投
票
率
の
原
因

と
今
後
の
投
票
率
向
上
対
策

は
。

一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長など執行機関の考え方について、
報告や説明を求めたり、疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目は一括質問方式、２回目以降は
一問一答方式となっています。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

12月定例会では、
４人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」

18
・
19
歳
投
票
率
の

向
上
対
策
を

選
挙
管
理
委
員
会

鈴
木
書
記
長

答
弁

●一般質問　項目一覧

前崎　茂議員
18・19歳投票率の向上対策を Ｐ７

海域の流木除去　迅速な対策を Ｐ８

旗手恵子議員
国民健康保険　都道府県単位化への対応は Ｐ８

学校給食費　保護者負担の軽減を Ｐ９

山谷照夫議員
野菜高騰による学校給食への影響は Ｐ９

ふるさと納税（寄附金） どう活用するのか Ｐ10

小
お

田
だ

雅二議員
Ｗｉ -Ｆｉ環境　整備すべきでは Ｐ10

いじめ問題への対応は Ｐ11

質
問

　

低
投
票
率
の
原
因
に
つ
い

て
は
、
住
民
票
を
置
い
た
ま

ま
進
学
あ
る
い
は
就
職
な
ど

で
親
元
を
離
れ
て
い
る
方
が

多
い
こ
と
、
ま
た
、
投
票
日

が
広
尾
高
校
の

学
校
祭
と
重
な

る
な
ど
の
影
響

が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

選
挙
権
年
齢

引
き
下
げ
を
受

け
、
平
成
27
年

12
月
に
広
尾
高

校
へ
期
日
前
投

票
の
推
進
を
は

じ
め
と
す
る
選

挙
制
度
の
説
明
、

模
擬
投
票
な
ど

出
前
講
座
を

行
っ
た
。

　

今
後
は
道
選

管
、
各
教
育
機
関
と
の
連
携

を
さ
ら
に
進
め
、
中
学
校
へ

の
啓
発
活
動
も
含
め
、
投
票

率
向
上
に
努
め
た
い
。

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

関
係
機
関
と
連
携
し
啓
発
を
図
る

平成28年７月参議院選挙　十勝管内18・19歳投票率

広尾町はトップと34.35ポイント差の最下位

順位 市町村名
投　票　率　（％）

18歳 19歳 計

1 足寄町 72.22 53.57 60.87 

2 新得町 63.64 43.24 54.32 

3 上士幌町 56.41 41.03 48.72 

～

17 帯広市 36.71 28.13 32.42 

18 池田町 32.84 27.59 30.40 

19 広尾町 27.16 25.49 26.52 
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国
・
道
へ
支
援
を
求
め
な
が
ら
進
め
る

海
域
の
流
木
除
去

　
　
　
　
　

迅
速
な
対
策
を

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

道
の
試
算
で
は
、

２
０
１
８
年
４
月

か
ら
の
本
町
の
保
険
料
が
所

得
２
０
０
万
円
、
夫
婦
二
人

の
モ
デ
ル
世
帯
で
20
・
９
％

増
額
と
な
る
。
今
で
も
高
過

ぎ
る
国
保
税
の
増
税
、
徴
収

強
化
が
進
む
と
負
担
に
耐
え

ら
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
国
・

道
の
介
入
も
危
惧
さ
れ
る
。

道
と
の
協
議
内
容
は
。
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
し

な
が
ら
、
国
に
大
幅
な
財
政

負
担
を
求
め
る
べ
き
。

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
を
減

免
す
る
制
度
が
２
０
１
０
年

９
月
に
見
直
さ
れ
、
各
地
で

利
用
が
増
え
て
い
る
。
本
町

は
従
前
の
ま
ま
だ
が
、
早
急

に
見
直
し
、
利
用
し
や
す
く

す
る
べ
き
で
は
。

　

十
勝
海
域
の

海
底
に
堆
積
し

て
い
る
流
木（
沈

木
）
の
除
去
に

つ
い
て
は
、
国

や
道
に
早
急
に

要
望
し
、
一
日

も
早
く
通
常
操

業
で
き
る
よ
う
、

対
策
を
講
ず
る

べ
き
で
は
な
い

か
。

質
問

平
成
28
年
８
月
17

日
か
ら
23
日
に
か

け
て
台
風
７
号
、
９
号
、
11

号
が
た
て
続
け
に
北
海
道
に

上
陸
、
観
測
史
上
初
め
て
の

異
常
尽
く
め
で
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

今
回
の
台
風
に
よ
る
豪
雨

で
、
流
木
等
が
海
域
に
流
出

し
、
サ
ケ
定
置
漁
の
作
業
に

支
障
が
生
じ
た
り
、
シ
シ
ャ

モ
漁
で
は
流
木
が
網
に
絡
み

つ
き
、
そ
れ
を
取
り
除
く
作

業
と
処
理
に
追
わ
れ
た
。

　

本
町
の
国
保
税
は
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
10
年
以
上

値
上
げ
を
し
て
い
な
い
。
都

道
府
県
単
位
化
移
行
後
も
、

道
が
示
す
標
準
保
険
料
率
を

参
考
と
し
な
が
ら
、
本
町
に

合
っ
た
保
険
料
率
を
定
め
、

適
正
な
徴
収
に
努
め
る
。

　

現
在
、
道
に
お
い
て
国
保

国民健康保険

都道府県単位化への対応は

町民の負担が増えないよう国等へ要請する町長
旗
は た

手
て

恵子 議員

なおも続く台風被害　対応が急がれる

　

平
成
28
年
度
は
国
の
事
業

を
活
用
し
、
町
、
漁
協
、
漁

業
者
で
組
織
を
作
り
、
魚
群

探
知
機
に
よ
る
沈
木
の
探
索
、

回
収
作
業
や
運
搬
処
分
等
を

行
う
予
定
で
あ
り
、
実
施
方

法
等
は
今
後
関
係
者
間
で
協

議
す
る
。

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
流

木
の
回
収
、
処
理
作
業
に
限
っ

て
は
１
０
０
％
国
の
支
援
で

地
元
負
担
は
な
い
が
、
年
度

中
に
完
了
で
き
な
い
と
考
え

て
い
る
。
平
成
29
年
度
以
降

も
引
き
続
き
流
木
処
理
事
業

が
実
施
で
き
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

国
・
道
へ
要
望
し
て
い
く
。

運
営
方
針
案
に
対
す
る
意
見

を
ま
と
め
て
お
り
、
納
付
金

算
定
の
基
礎
数
値
と
な
る
医

療
費
・
所
得
水
準
の
確
認
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
た
。
大

幅
な
保
険
料
増
額
と
な
ら
な

い
よ
う
、
12
月
20
日
に
は
南

十
勝
４
町
村
で
、
道
に
対
し

要
請
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。

　

減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、

法
律
に
基
づ
き
運
用
し
て
き

た
が
、
規
則
等
精
査
し
た
い
。

　国民健康保険の都道府県単位化
　国保は市町村が個別に運営してきましたが、平成30年度からは中

心的役割を都道府県が担い、運営することとなりました。保険料は

都道府県が市町村ごとに医療費・所得水準を考慮して国保事業費納

付金を決定し、納付に必要な標準保険料率を示します。市町村はそ

の率を参考に保険料率を定め、徴収した保険料を財源に納付します。

なお、保険証の発行などは今までどおり市町村が行います。
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学
習
環
境
の
整
備
を
優
先

学
校
給
食
費

保
護
者
負
担
の
軽
減
を　

旗
は た

手
て

恵子 議員

教
育
長

笹
原
教
育
長

答
弁

質
問

春
か
ら
の
天

候
不
順
に
加

え
、
８
月
に
相
次
い
だ

台
風
の
影
響
で
野
菜
の

出
荷
量
が
減
り
、
価
格

が
高
騰
す
る
な
ど
、
十

勝
管
内
の
学
校
給
食
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与

え
て
い
る
。

　

管
内
の
各
市
町
村
は
、

管
内
産
の
野
菜
を
多
用

し
て
い
る
が
、
広
尾
町

の
学
校
給
食
の
管
内
産

と
管
外
産
の
割
合
は
。

ま
た
、
地
産
地
消
の
現

状
と
今
後
の
影
響
は
。

　

今
後
、
物
価
高
騰
が
続
い

た
場
合
、
ふ
る
さ
と
給
食
の

拡
充
や
町
費
投
入
も
あ
り
得

る
の
か
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
始
め
た

広
尾
高
校
へ
の
給
食
提
供
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
考

え
は
。

質
問

安
心
し
て
食
事
が

で
き
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
情
緒
の
安
定
に
重

要
で
あ
る
。

　

各
自
治
体
で
独
自
に
給
食

費
の
補
助
を
す
る
動
き
が
広

が
り
、
全
額
・
半
額
・
一
部

の
助
成
・
地
産
地
消
を
進
め

る
た
め
の
食
材
費
増
加
分
の

負
担
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

十
勝
で
も
足
寄
町
・
陸
別
町
・

浦
幌
町
が
全
額
助
成
し
、
本

町
が
シ
シ
ャ
モ
を
送
っ
て
い

る
東
京
都
荒
川
区
も
区
独
自

の
助
成
を
し
て
い
る
。

　

給
食
費
の
助
成
は
保
護
者

の
負
担
軽
減
で
あ
り
、
少
子

化
対
策
・
過
疎
対
策
で
住
民

増
を
促
す
た
め
の
政
策
で
も

あ
る
。
検
討
す
べ
き
で
は
。

笹
原
教
育
長

答
弁

子どもたちの成長に栄養バランスのとれた給食を

　

平
成
28
年
度
の
本
町
学
校

給
食
に
お
け
る
管
内
産
野
菜

は
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
が

２
割
～
３
割
、
９
・
10
月
は

５
割
、
11
月
は
２
割
と
な
っ

て
い
る
。

野菜高騰による
学校給食への影響は

工夫により最小限に教育長
山
や ま

谷
や

照夫 議員

区　　分
広尾町の改定年度

平成18年度 平成26年度

小学校
広尾町 210円 240円

管内平均 200.5円 227.7円

中学校
広尾町 250円 280円

管内平均 240.6円 271.9円

　

給
食
費
の
保
護
者
負
担
は
、

原
材
料
に
係
る
必
要
最
小
限

の
負
担
と
し
て
い
る
。

　

管
内
市
町
村
の
動
向
、
本

町
の
財
政
状
況
、
子
育
て
支

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
給
食
を
漁

組
、
農
協
か
ら
の
食
材
無
償

提
供
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
続
け
て
い
き
た
い
。

　

価
格
変
動
の
少
な
い
野
菜

や
安
価
な
冷
凍
野
菜
の
使
用
、

他
施
設
と
の
共
同
購
入
に
よ

り
、
価
格
高
騰
の
影
響
は
少

な
い
が
、
高
騰
が
収
ま
ら
ず

緊
急
的
状
況
に
な
っ
た
場
合

は
町
部
局
と
協
議
す
る
。

　

広
尾
高
校
へ
の
給
食
提
供

は
、
現
在
約
６
割
の
生
徒
が

利
用
し
て
お
り
、
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

援
策
等
も
注
視
し

つ
つ
検
討
し
て
い

る
が
、
学
校
施
設

の
耐
震
化
な
ど
、

早
急
に
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事

業
が
数
多
く
あ
り
、

助
成
は
難
し
い
。

　

給
食
費
が
無
償

と
な
る
就
学
援
助

制
度
の
周
知
及
び

経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
保
護
者
へ

の
負
担
軽
減
を
図

り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
ニ
ー
ズ

に
耳
を
傾
け
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立

を
工
夫
す
る
中
で
、
保
護
者

負
担
は
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
て
い
き
た
い
。

１食当たりの学校給食費　十勝管内平均との比較
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災
害
時
に
は
固
定

電
話
よ
り
携
帯
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
正
常

に
作
動
す
る
場
面
が
多
く
、

Wi
‐
Fi
環
境
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
町
行
政
と
し
て
の
責
務

だ
と
思
う
。
す
で
に
多
く
の

自
治
体
で
住
民
の
協
力
も
得

て
実
施
し
て
い
る
。

　

９
月
議
会
で
防
災
ア
プ
リ

に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
こ

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
完
成
し

て
は
じ
め
て
そ
の
効
果
を
発

揮
す
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
迫
る

中
、
観
光
面
に
お
い
て
も
必

要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
費
用
は
ほ
と
ん
ど
か

か
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

Wi
‐
Fi
（
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
）
は
、
災
害
時
に
情
報
収

集
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き

る
が
、
停
電
の
な
い
状
況
が

前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

害
時
の
対
応
に
重
き
を
置
く

必
要
が
あ
る
。
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
調
査
、
検

討
を
進
め
る
。

　

災
害
発
生
時
は
、

従
来
ど
お
り
防
災

無
線
や
携
帯
電
話

網
を
利
用
し
た
エ

リ
ア
メ
ー
ル
で
情

報
発
信
し
、
対
応

す
る
。

　

整
備
に
は
、
一

定
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
に
よ
り
、

国
か
ら
構
築
費
用

の
２
分
の
１
が
補

助
さ
れ
る
。

　

観
光
面
で
も
必

要
と
思
う
が
、
本

町
の
よ
う
に
小
さ

な
町
で
は
特
に
災

平
成
28
年
度
の
寄

附
金
は
10
月
末
現

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

在
、
前
年
比
約
４
・
４
倍
で

あ
る
が
、
直
近
11
月
末
の
寄

附
実
績
は
。

　

ひ
ろ
お
未
来
塾
生
か
ら
返

礼
品
の
魅
力
向
上
や
年
間
目

標
２
億
円
の
提
言
を
受
け
、

町
職
員
ら
が
先
進
地
を
視
察

し
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
寄

附
金
の
活
用
方
法
や
返
礼
品

と
し
て
地
元
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

を
ど
う
考
え
る
か
。

　

ま
た
、
町
民
の
ま
ち
づ
く

り
参
画
意
識
の
高
ま
り
や
広

が
り
が
重
要
と
思
う
が
、
今

あ
る
制
度
の
改
善
や
ふ
る
さ

と
納
税
（
寄
附
金
）
を
活
用

し
た
特
別
枠
で
、
町
民
が
提

案
し
た
事
業
に
充
て
る
「
町

民
提
案
予
算
」
を
設
け
る
考

え
は
。

各地で整備が進む Wi － Fi

　

平
成
28
年
11
月
末
現
在
の

寄
附
実
績
は
、
右
表
の
と
お

り
。
寄
附
金
は
５
項
目
の
使

い
道
を
指
定
で
き
る
が
、
指

定
し
な
い
方
も
多
く
い
る
。

寄
附
者
の
思
い
を
受
け
止
め
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
た
い
。

ふるさと納税（寄附金）どう活用するのか

山
や ま

谷
や

照夫 議員

魅力あるまちづくりに生かす町長

小
お

田
だ

雅二 議員

　

返
礼
品
は
町
内
21
業
者
で
、

１
６
０
種
類
を
用
意
。
海
産

物
の
ほ
か
牛
肉
な
ど
品
ぞ
ろ

え
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
町

内
業
者
と
連
携
し
、
積
極
的

に
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

町
民
と
共
に
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
、
新
た
に
特
別

枠
な
ど
を
設
け
る
の
で
は
な

く
、
今
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
団
体
へ
の
交
付
金
制
度
を

し
っ
か
り
周
知
し
、
取
り
組

み
を
強
め
て
い
く
。

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
検
討
が
必
要

Wi-

Fi
環
境

整
備
す
べ
き
で
は　

町
長

ふるさと納税の５つの使い道※（　）内の事業に使用 寄附実績（H28.11月末）

教育・文化を高める地域づくり（図書館、社会教育など） 626件 8,442,001円

健康で幸せな地域づくり （福祉、病院など） 425件 5,780,000円

快適な地域づくり （災害対策、住環境など） 195件 2,970,000円

活力ある地域づくり （観光、農水産業など） 376件 5,245,000円

みんなで歩む地域づくり （町内会など） 68件 1,000,000円

特に指定なし 1,332件 19,240,000円

合計 3,022件 42,677,001円
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心
を
育
む
教
育
で
い
じ
め
を
根
絶

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
は

小
お

田
だ

雅二 議員

教
育
長

質
問

文
部
科
学
省
の
い

じ
め
等
に
関
す
る

問
題
行
動
調
査
で
、
小
学
校

の
「
い
じ
め
」
は
過
去
最
多

を
更
新
し
、
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

ま
た
、
自
殺
す
る
生
徒
数

は
小
中
高
合
計
で
２
１
４
人

と
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
進
路

問
題
や
家
庭
の
不
和
と
な
っ

て
い
る
が
、
い
じ
め
そ
の
も

の
を
苦
に
し
て
亡
く
な
っ
た

生
徒
は
前
年
の
５
名
か
ら
９

名
と
増
え
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
学
校

や
家
庭
、
地
域
と
連
携
を
密

に
、
実
態
調
査
も
踏
ま
え
日

夜
努
力
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
今
ま
で
の
状
況
、
今
後

の
方
針
、
対
策
等
は
。

笹
原
教
育
長

答
弁

　

本
町
で
は
現
在
の
と
こ
ろ

い
じ
め
の
実
態
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
い
じ
め
問
題

は
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
、

地
域
の
力
を
積
極
的
に
取
り

込
む
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
26
年
12
月
に
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
を
策
定
し
、

共
通
認
識
の
も
と
情
報
を
共

有
、
町
全
体
で
い
じ
め
根
絶

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
各
学
校
に
お
け
る

対
応
と
し
て
、
年
２
回
実
態

把
握
と
対
応
を
調
査
す
る
と

と
も
に
、
Ｑ

－

Ｕ
テ
ス
ト
を

実
施
し
て
い
る
。

　

い
じ
め
の
早
期
発
見
・
対

応
は
も
と
よ
り
、
未
然
防
止

の
た
め
、
人
を
思
い
や
る
心

の
大
切
さ
、
道
徳
教
育
に
力

を
注
ぐ
。

いじめと自殺の実態（小学校・中学校・高校合計値）

※Ｑ－Ｕテスト
　「楽しい学校生活を送るためのアンケート」のこと。児童生徒一人ひとりの心

理状況、学級という集団の状態を同時に把握でき、学校における課題把握など、
いじめの早期発見や未然防止にも有効なテスト。

※

区　　分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

いじめの認知件数 70,231 198,109 185,803 188,072 224,540

自殺件数
（いじめが原因）

4 6 9 5 9

【12月】
１日　第10回議会運営委員会
２日　参議院議員 横山信一 国政報告会（大樹町）
４日　独居高齢者「クリスマス会」
６日　第４回広尾町議会定例会（～８日）
　　　第４回議員協議会
８日　議会広報編集会議
14日　北海道・全国消防操法大会出場選手解団式
18日　北海道議会議員 池本柳次 後援会広尾支部道政報告会
26日　広尾町消防団歳末特別警戒激励
【１月】
３日　はたちのつどい
４日　広尾町消防団「新年出初式」
５日　広尾漁業協同組合初競り
６日　新年交礼会（町主催）
10日　十勝毎日新聞社年賀会（帯広市）
11日　船霊祭
15日　アイスストッカーひろお大会
　　　北海道議会議員 池本柳次 新年交礼会（音更町）
24日　第１回広尾町議会臨時会
　　　議会モニター会議
　　　議会広報編集会議
25日　広尾町商工会永年勤続優良従業員表彰式典
26日　第１回総務常任委員会
27日　交通安全署名簿奉納及び交通安全祈願祭
28日　第４普通科連隊第２中隊と２町新年交流会（大樹町）
29日　豊似中学校閉校記念式典
　　　北海道議会議員 喜多龍一 と新春道政を語る会

議会活動日誌
平成28年12月～平成29年２月

30日　衆議院議員 中川郁子 新年交礼会（帯広市）
31日　市町村行政懇談会・新年交礼会（帯広市）
【２月】
１日　第１回産業常任委員会
８日　議会懇談会（広尾高校・２班）
14日　第１回議員協議会
　　　第１回議会広報特別委員会
16日　南十勝複合事務組合議会定例会（大樹町）
19日　北海道議会議員 大谷亨 新春の集い（帯広市）
21日　議会懇談会（漁組女性部・３班）
23日　広尾町森林組合通常総会
24日　十勝町村議会議長会定例会（帯広市）
28日　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）
　　　十勝環境複合事務組合議会定例会（帯広市）
　　　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）

閉会中の所管事務調査

　各常任委員会と議会運営委員会は、平成29年第１回

定例会までの閉会中に、次の所管事務調査を実施します。

◇総務常任委員会
　①空き家等の対策について
　②未利用公共施設の現状と対応について

◇産業常任委員会
　①広尾町起業家等支援事業について

◇議会運営委員会
　①議会の運営に関する事項について
　②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について
　③議長の諮問に関する事項について

児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査（文部科学省実施）より

※平成26年度までは確定値、平成27年度は速報値
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反対

職
員
の
士

気
が
低
下

前
崎
　
茂 

議
員

賛成

労
使
の
合

意
を
尊
重

志
村
國
昭 

議
員

平成28年 第４回臨時会 11/24

入賞には一歩及ばず
全国消防操法大会

　

平
成
28
年
第
４
回
臨
時
会

が
11
月
24
日
に
開
か
れ
、
条

例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
議

案
16
件
を
審
議
。

　

全
議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

行 

政 

報 

告

公
用
車
の
事
故

全
国
消
防
操
法
大
会
結
果

　

９
月
26
日
に
大
樹
町
の
駐

車
場
で
公
用
車
が
駐
車
し
て

い
た
乗
用
車
に
接
触
し
、
破

損
さ
せ
た
。
こ
の
事
故
に
よ

る
け
が
人
は
な
か
っ
た
。

　

10
月
14
日
に
長
野
県
長
野

市
で
開
か
れ
た
全
国
消
防
操

法
大
会
に
広
尾
町
消
防
団
が

北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
。

22
チ
ー
ム
中
14
位
と
い
う
結

果
だ
っ
た
。

　

今
回
の
経
験
を
今
後
の
消

防
団
活
動
に
生
か
し
、
さ
ら

な
る
技
術
向
上
を
図
り
訓
練

に
励
ま
れ
る
よ
う
町
と
し
て

支
援
し
て
い
く
。

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
議

員
、
特
別
職
、
職
員
の
期
末

勤
勉
手
当
を
０
・
１
か
月
分
、

職
員
の
給
料
月
額
を
平
均
０
・

２
％
引
き
上
げ
た
。

（
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
適

用
）

　

ま
た
、
職
員
の
扶
養
手
当

を
左
表
の
と
お
り
改
定
し
た
。

（
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
適

用
）

　

今
回
の
改
正
で
は
配
偶
者

の
扶
養
手
当
が
現
行
か
ら
半

減
す
る
大
幅
な
減
額
と
な
っ

て
お
り
、
到
底
容
認
で
き
な

い
。
減
額
は
職
員
の
士
気
低

下
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

本
案
に
反
対
す
る
。

　

本
町
は
給
与
条
例
改
正
に

際
し
、
人
事
院
勧
告
を
遵
守

し
て
き
て
い
る
。
扶
養
手
当

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
も
職
員
組

合
の
合
意
を
得
て
お
り
、
そ

の
意
向
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
案
に

賛
成
す
る
。

問答

今
回
の
扶
養
手
当
改
定

で
配
偶
者
と
子
ど
も
の

数
の
違
い
で
ど
れ
ほ
ど
の
差

が
出
る
の
か
。

４
パ
タ
ー
ン
試
算
し
た

結
果
は
次
の
と
お
り
。

議
員
・
特
別
職
・
職
員
の
給
与
を
改
定

配
偶
者
の
扶
養
手
当
は
半
減
に

《採決結果》

【賛成】９
【反対】３可

決

討
　
論

車
・
パ
ソ
コ
ン
を
購
入

①
学
校
送
迎
に
使
用
す
る
ワ

ゴ
ン
車
（
14
人
乗
り
）
２
台

扶養区分
配偶者の
有無

現行
平成29年度
（特例措置）

平成30年度
以降

配 偶 者 13,000 10,000 6,500

子
有 6,500 8,000

10,000
無 11,000 10,000

父 母 等
有 6,500 6,500

6,500
無 11,000 9,000

扶養手当の改正 （単位：円）

手当改正による影響額（年額）　（単位：円）

扶養区分 平成29年度 平成30年度以降

配偶者のみ －48,900 －105,950

配偶者＋子ども1人 －24,450 －48,900

配偶者＋子ども2人 ±0 ＋8,150

配偶者＋子ども3人 ＋24,450 ＋65,200

平成28年 第４回臨時会 議案審議結果
●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています） 賛成：○　　反対：×　　欠：欠席

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
議決

結果
浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田

職員給与条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －
可決

（9-3）

※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。

職
員
給
与
条
例
の

一
部
改
正

※全会一致した議案の掲載は省略しています。
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を
６
２
６
万
４
０
０
０
円
で

購
入
。

②
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
サ
ポ
ー

ト
終
了
に
伴
い
、
小
学
校
用

に
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ

ン
42
台
、
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ

ン
64
台
、
サ
ー
バ
ー
４
台
、
モ

ノ
ク
ロ
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン

タ
ー
２
台
ほ
か
を
１
９
２
２

万
４
０
０
０
円
で
購
入
。

③
同
じ
く
中
学
校
用
に
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
１
台
、

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
66
台
、

サ
ー
バ
ー
２
台
、
モ
ノ
ク
ロ

レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
１
台

ほ
か
を
１
１
３
４
万
円
で
購

入
。

平成29年 第１回臨時会 １/24

被災道路復旧費を可決

平成28年台風災害

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会

が
1
月
24
日
に
開
か
れ
、
災

害
復
旧
等
に
か
か
る
補
正
予

算
１
件
を
審
議
。
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一般会計⑩

82億2617万円
5822万円

平成28年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数

（１万円未満切り捨て）

増

一般会計 ⑧
78億5608万円 1623万円

港湾管理特別会計 ④
1億1732万円 ※増減なし

簡易水道事業特別会計 ⑤
8563万円 20万円

下水道事業特別会計 ④
4億6103万円 5万円

国保事業勘定特別会計 ③
12億6338万円 24万円

介護保険特別会計 ③
7億3200万円 48万円

介護サービス事業特別会計 ③
2億6611万円 59万円

国保病院事業会計 ⑤
　収益的支出

8億8615万円 ※増減なし

水道事業会計 ③
　収益的支出

1億6466万円 89万円

平成28年度 補正予算の内訳

増

増

※会計名の後の丸数字は補正回数
（１万円未満切り捨て）

増

増

増

増

増

町
民
の
意
見
を

　
議
会
運
営
に
反
映

初
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
開
催

　1
24　

議会

ひ
ろ
お
未
来
塾
卒
業
生

で
つ
く
る
「
ひ
ろ
お
未

来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を

お
金
や
人
手
の
問
題
で
実
行

に
移
せ
な
い
。
議
会
懇
談
会

で
意
見
を
吸
い
上
げ
て
生
か

し
て
も
ら
え
れ
ば
。

希
望
が
あ
れ
ば
、
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
懇
談

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
６
人
、
議

員
13
人
が
出
席
し
て
、
議
会

・
議
員
活
動
や
議
会
運
営
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

会
を
実
施
し
た
い
。

大庭

議会

議
会
用
語
が
専
門
的
で

難
し
く
、
理
解
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
。

　

議
会
の
資
料
は
量
が
多
く
、

大
量
に
残
る
と
資
源
の
ム
ダ

に
な
る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

の
考
え
は
。

言
い
方
や
用
語
を
簡
単

に
す
る
の
は
難
し
い
。

石原議会

資
料
が
多
い
の
で
、
傍

聴
席
に
置
く
台
や
テ
ー

よ
く
使
わ
れ
る
用
語
に
つ
い

て
は
、
傍
聴
席
に
解
説
資
料

を
置
く
。

　

必
要
最
低
限
の
資
料
と
し

て
い
る
が
、
ム
ダ
を
省
く
努

力
を
す
る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
導

入
が
必
要
で
あ
り
、
多
額
の

費
用
が
か
か
る
の
で
難
し
い
。

ブ
ル
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
置
け

る
か
検
討
す
る
。

柴田

町
側
の
答
弁
が
形
式
的

な
も
の
に
感
じ
る
。
も

　

議
会
の
中
で
も
、
も
っ
と

自
由
に
討
議
し
た
方
が
よ
い

と
思
う
。

っ
と
活
発
な
議
論
を
。

會川

議会

町
民
の
目
か
ら
議
会
・
議
員
の
活
動
が
見
え
な
い
。

町
側
か
ら
良
い
答
弁
を

引
き
出
せ
る
よ
う
議
員

も
努
力
し
て
い
く
。

　

議
会
基
本
条
例
に
も
「
自

由
討
議
の
推
進
」
が
規
定
さ

れ
て
お
り
、
今
後
は
も
っ
と

自
由
討
議
を
取
り
入
れ
る
。

下森議会

具
体
的
に
ど
ん
な
議
論

が
行
わ
れ
る
か
事
前
に

わ
か
れ
ば
、
町
民
も
興
味
を

持
っ
て
傍
聴
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
。

予
算
・
決
算
委
員
会
は

審
査
の
進
み
方
に
よ
る

の
で
、
防
災
無
線
で
の
事
前

周
知
は
難
し
い
が
、
他
の
方

法
で
で
き
な
い
か
検
討
し
た

い
。

※議会モニター
　議会・議員の活動や議会運営などについて町民からの意見をいただくた

め、委嘱しています。現在のモニターは６人（柴田憲夫さん、下森孝俊
さん、石原由紀江さん、會川英二さん、大庭ひとみさん、菊地亜希さん）で、
任期は平成29年５月までです。（２年間）

※
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求められる福祉とは

　

社
会
福
祉
法
人
黒
松
内
つ

く
し
園
が
運
営
。
民
間
の
元

病
院
（
３
階
建
）
を
改
修
し
、

再
活
用
し
た
。

　

１
階
に
は
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
保
護
者
は
隣
の

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
か
ら
子
ど

も
が
遊
ん
で
い
る
様
子
を
ガ

ラ
ス
越
し
に
見
守
る
こ
と
が

で
き
る
。
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

は
会
議
に
も
利
用
で
き
、
町

内
会
の
会
合
な
ど
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。
１
万
６
０
０
０

冊
の
漫
画
が
備
え
ら
れ
て
い

る
ミ
ニ
図
書
館
は
、
中
高
生

の
居
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
就
労

継
続
支
援
と
自
立
訓
練
の
場

と
し
て
喫
茶
店
も
運
営
し
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
仕
事
を

障
が
い
の
あ
る
方
が
行
っ
て

い
る
。

　

２
階
と
３
階
は
、
社
会
福

祉
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
と
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
な
っ

て
い
る
。

　

働
く
人
も
利
用
者
も
笑
顔

で
接
し
て
く
れ
た
の
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
40
年
、
余
市
町
の
誘

致
に
よ
り
開
校
。
昭
和
63
年
、

道
内
外
か
ら
高
校
中
退
者
や

不
登
校
経
験
者
の
受
け
入
れ

制
度
を
実
施
。
徐
々
に
生
徒

数
が
減
少
し
、
平
成
20
年
に

３
０
０
人
を
下
回
っ
た
。

　

平
成
27
年
12
月
、
北
星
学

園
よ
り
閉
校
に
関
す
る
運
営

方
針
が
示
さ
れ
、
町
は
平
成

28
年
１
月
、
存
続
に
関
す
る

要
望
書
を
提
出
。
そ
の
後
、

生
徒
確
保
に
向
け
町
長
自
ら

全
国
で
開
催
さ
れ
る
学
校
説

　

倶
知
安
町
は
、
人
口
１
万

５
０
０
０
人
。
65
歳
以
上
の

高
齢
化
率
は
、
24
・
７
％
で

全
道
１
７
９
市
町
村
中
１
７

４
位
（
平
成
28
年
１
月
１
日

現
在
）。
ス
キ
ー
関
連
産
業

等
に
よ
り
若
い
世
代
が
多
い
。

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

広
尾
町
と
同
様
に
行
っ
て
い

る
も
の
が
多
い
が
、
平
成
３

年
度
か
ら
外
出
支
援
と
し
て
、

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
（
バ
ス
）
券

利
用
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　

平
成
21
年
か
ら
、
介
護
保

険
・
国
民
健
康
保
険
・
税
の

徴
収
を
後
志
管
内
４
市
町
村

を
除
く
16
町
村
で
構
成
す
る

後
志
広
域
連
合
で
実
施
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護

保
険
料
基
準
額
は
、
５
３
０

０
円
。
要
介
護
認
定
率
は
、

全
道
で
も
高
い
19
・
８
％

（
平
成
27
年
４
月
末
現
在
）。

何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
に
と

認
定
を
受
け
る
人
が
多
い
。

明
会
に
出
席
す
る
な
ど
活
動
。

　

３
回
の
北
星
学
園
理
事
会

に
諮
ら
れ
、
存
続
へ
の
３
条

件
（
入
学
者
数
70
人
以
上
・

最
小
職
員
配
置
・
赤
字
４
０

０
０
万
円
以
内
）
が
付
さ
れ
、

閉
校
は
免
れ
た
。

　

町
は
昭
和
42
年
か
ら
延
べ

約
１
億
６
０
０
０
万
円
を
補

助
（
特
別
補
助
含
む
）。
学

校
祭
で
の
特
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
設
置
な
ど
、
連
携
を
図
っ

て
い
る
。

　

平
成
22
年
度
に
余
市
高
校
、

仁
木
商
業
高
校
、
古
平
高
校

を
再
編
統
合
し
、
全
日
制
総

合
学
科
（
４
学
級
１
６
０
名
）

と
し
て
開
校
。

　

町
は
、
学
校
後
援
会
に
30

万
円
を
補
助
。
ま
た
、
各
種

検
定
料
の
助
成
等
し
て
い
る
。

　

開
校
以
来
、
町
内
３
中
学

校
の
教
職
員
が
高
校
の
授
業

公
開
日
や
研
究
発
表
大
会
等

に
授
業
参
観
を
行
う
な
ど
、

中
高
連
携
を
推
進
し
て
い
る
。

【
後
志
広
域
連
合
の
設
立
】

　常任委員会　行政視察調査

倶
知
安
町
の
取
り
組
み

複
合
福
祉
施
設
つ
く
し
ん
ぼ

つくしんぼ内のグループホームを視察

総務常任委員会
委員長　旗手恵子　副委員長　小

こ

田
だ

英勝

調査日：平成28年10月17日～18日

調査地：倶知安町・余市町

余市

高
校
を
守
る
た
め
に

学
校
法
人
北
星
学
園
余
市
高
校

北
海
道
余
市
紅
志
高
校

複合福祉施設「つくしんぼ」

町民みんなが集える場所
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　常任委員会　行政視察調査

先進地

　

サ
ク
ラ
マ
ス
の
放
流
は
、

幼
魚
が
ス
モ
ル
ト
（
銀
毛
化
）

し
た
も
の
を
放
流
す
る
の
が

最
も
効
果
的
と
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
６
年
３
月
、
サ
ク
ラ

マ
ス
幼
魚
飼
育
場
を
整
備
。

飼
育
池
は
22
面
（
20
面
幼
魚

飼
育
池
、
２
面
上
屋
付
き
孵

化
用
池
）
と
な
っ
て
い
る
。

収
容
規
模
は
発
眼
卵
で
90
万

粒
。
幼
魚
飼
育
は
50
万
尾
が

可
能
で
あ
る
が
、
成
長
に
よ

り
密
度
が
濃
く
な
る
た
め
、

秋
季
に
約
半
数
の
25
万
尾
を

河
川
放
流
し
、
残
り
を
翌
年

５
月
に
ス
モ
ル
ト
放
流
し
て

い
る
。

　

種
苗
は
、
地
場
採
卵
で
は

年
間
８
万
粒
程
度
し
か
確
保

で
き
な
い
た
め
、
移
入
卵
で

賄
っ
て
い
る
。

　

人
口
の
50
％
が
60
歳
以
上

と
漁
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

後
継
者
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。

水
産
資
源
の
減
少
と
生
産
性

の
低
下
が
所
得
の
不
安
定
を

招
き
、
漁
業
離
れ
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
産
業
を

　

町
村
農
場
は
、
酪
農
専
業

農
家
と
し
て
大
正
６
年
に
石

狩
市
で
創
業
。
昭
和
43
年
に

現
在
の
江
別
市
に
移
転
。
経

営
面
積
１
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

乳
牛
３
８
０
頭
を
擁
し
、
ミ

ル
ク
プ
ラ
ン
ト
を
整
備
、
生

乳
生
産
か
ら
製
品
加
工
ま
で

一
貫
し
た
市
乳
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

　

繋
ぎ
飼
い
式
か
ら
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
へ
と
変
更
し
た
際
、

糞
尿
処
理
も
糞
と
尿
が
混
ざ
っ

　

バ
イ
オ
ガ
ス
を
抜
い
た
最

終
的
な
消
化
液
は
、
散
布
時

の
臭
気
も
非
常
に
少
な
く
、

一
日
で
ほ
ぼ
無
臭
化
す
る
の

で
、
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
機
は
、

現
在
１
日
約
20
～
24
時
間
稼

働
、
月
約
４
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

を
発
電
。
農
場
全
体
で
約
６

割
を
使
用
、
余
剰
分
を
地
元

電
力
会
社
に
売
電
し
て
い
る
。

　

年
間
約
４
０
０
万
円
の
節

電
と
消
化
液
の
肥
料
転
換
に

よ
り
約
２
０
０
万
円
削
減
で

き
る
が
、
膨
ら
む
維
持
費
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

守
る
に
は
、
生
産
性
の
向
上

と
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
る

資
源
増
大
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
、

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
短
期
養

殖
事
業
や
ナ
マ
コ
の
採
苗
、

放
流
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
国
の
加
速
化
交
付

金
を
得
て
、
積
丹
地
域
の
３

町
村
（
神
恵
内
村
・
泊
村
・

岩
内
町
）
が
連
携
し
、
ウ
ニ

や
ナ
マ
コ
の
輸
出
拡
大
と
戦

略
的
な
生
産
体
制
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

漁
業
者
は
、
安
定
的
に
漁

獲
物
を
供
給
す
る
体
制
を
整

備
し
、
販
売
、
生
産
を
分
業

体
制
と
す
る
こ
と
で
地
域
経

済
の
復
活
を
目
指
し
て
い
る
。

た
状
態
で
タ
ン
ク
に
格
納
す

る
ス
ラ
リ
ー
方
式
へ
変
更
。

手
間
が
か
か
ら
ず
、
肥
料
と

し
て
畑
へ
の
散
布
も
容
易
で

あ
っ
た
が
、
特
異
な
悪
臭
か

ら
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
地
域
で
農
場
を
続
け

る
た
め
、
悪
臭
の
軽
減
が
期

待
で
き
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
を
当
時
国
内
で
は
前
例

の
な
い
単
体
農
家
設
置
型
と

し
て
、
事
業
費
１
億
２
０
０

０
万
円
を
投
じ
、
平
成
12
年

に
導
入
し
た
。

サ
ク
ラ
マ
ス
の
放
流
事
業

地
域
で
取
り
組
む
栽
培
漁
業

導
入
の
効
果

サクラマス幼魚飼育池を視察

産業常任委員会
委員長　北藤利通　副委員長　志村國昭

調査日：平成28年10月18日～19日

調査地：神恵内村・江別市

神
恵
内

栽培漁業で
　水産資源増大を

地域産業を守るために

江
　
別

バイオマス発電の
　　　メリットは

㈱町
まち

村
むら

農場に学ぶ

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
導
入
の
経
緯

次のページは

「平成28年議会活動状況」
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平成28年 広尾町議会の活動状況
※平成28年１月～12月

回数 会議日数 付議事件数 傍聴者数

定例会 4回 14日 134件 25人

臨時会 4回 4日 55件 2人

合　計 8回 18日 189件 27人

１．本会議開催状況 ３．一般質問

区　　分
定例会 延べ

人数

実

人数第1回 第2回 第3回 第4回

質問者数 4人 3人 5人 4人 16人 7人

２．付議事件数・議決結果 （単位：件）

区分 提出者 種類・件数 議決結果・件数

定　
　

例　
　

会

町　
　

長

条　　例 22 原案可決 22

予　　算 51 原案可決 51

決　　算 11 認　　定 11

人事案件 3 同　　意 3

契　　約 9 原案可決 9

専決処分 5
承　　認 2

報　　告 3

そ の 他 15
原案可決 13

報　　告 2

小　　計 116 小　　　計 116

議　
　

員

条　　例

意 見 書 13 原案可決 13

規　　則

そ の 他 2 原案可決 2

小　　計 15 小　　　計 15

委
員
会

そ の 他 3 原案可決 3

定例会　計 134 134

臨　
　

時　
　

会

町　
　

長

条　　例 5 原案可決 5

予　　算 21 原案可決 21

人事案件 2 同　　意 2

専決処分 10
承　　認 7

報　　告 3

そ の 他 4 原案可決 4

小　　計 42 小　　計 42

議　

員

条　　例 1 原案可決 1

そ の 他 11 原案可決 11

小　　計 12 小　　計 12

委
員
会

そ の 他 1 原案可決 1

臨時会　計 55 55

年　間　件　数 189 189

４．委員会開催状況

委員会名 会期中 閉会中 計

総務常任委員会 1日 4日 5日

産業常任委員会 1日 4日 5日

議会運営委員会 5日 5日 10日

特別委員会

予算審査 10日 0日 10日

決算審査 3日 0日 3日

議会広報 3日 5日 8日

合　　　計 23日 18日 41日

５．研修活動等
①議員研修会

日程 参加人数 研修地 内　　　容

7/5

～6
10人 札幌市

北海道町村議会議長会主催

講演

8/22

～23

広報委員

5人
札幌市

北海道町村議会議長会主催

議会広報研修会

※２年に１回参加

10/31 11人 幕別町
十勝町村議会議長会主催

講演

②常任委員会行政視察

区分 日程 参加者 視察先 内　　容

総務
10/17

～18
委員5名

倶知安町
先進地における福祉行

政について

余市町
先進地における高校存

続の取り組みについて

産業
10/18

～19
委員5名

神恵内村 栽培漁業について

江別市

再生可能エネルギー（バ

イオマス発電）の現状

について

６．意見書の可決状況

区　　分
定例会

合計
第1回 第2回 第3回 第4回

可決件数 2件 2件 5件 4件 13件


